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萬

能

選

種

機

に

就

て

原 

田 

泰

柳 

澤 

聰 

雄
•
.
•
 

- 

/ 

*

'• 

ー
、
緖 

言

種
子
の
精
選
に
關
し
て
は
、
握

骸

來
の
林
木
種
子
の
精
選
法
が
、
囊
業
方
面
の
慣
習
を
襲
用
す
る
の
み
で
、
特
殊
な
事
情
を
有
す
る
林
木
種 

子
に
は
、
特
異
な
精
選
技
術
の
確
立
が
急
務
な
る
こ
と
を
述
べ
、
一
般
に
使
用
せ
ら
れ
る
精
選
用
群
具
に
就
て
性
能,

效
程
等
を
檢
討
し
て
、
 

そ
の
缺
陷
を
指
摘
し
、
舗
選
用
機
械
の
改
良
考
案
を
計
り
つ
、
あ
っ
た
が
、
今
囘
選
秋
機
を
試
作
し
て
、
そ
の
結
果
良
好
な
り
と
認
め
ら
れ
た
る 

に
依
り
、

「
帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場
型
萬
能
選
種
機
』
と
名
命
し
、
玆
に
そ
の
構
造
及
性
能
の

一
端
を
祀
す
る
次
第
で
あ
る
。 

畦 
⑴

原
田
泰
、
柳
置

雄

、
北
海
道
產
主
要
林
木
の
稲
子
聲
に
就
て
帝
室
林
軒
局
北
海
道
林
業
找
驗
場
築
報
第
一
號(

昭
、
十
五)

二
、
選
種
機
の
構
造
並
に
機
能

本
機
の
構
造
は
寫
眞
一
、
ニ
、
 

三
、
ー
の
如
く
篩
別
作
業
と
風
選
作
業
を
同
時
に
處
理
し
得
る
樣
製
作
し
、
篩
用
の
金
網
を
取
換
る
事
に
依
り
各 

種
の
種
子
を
容
易
に
精
選
せ
ら
れ
る
處
か
ら
萬
能
選
種
機
と
稱
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
細
部
に
付
き
說
明
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

a-
全

型

及

重
量



•

二 

本
機
の
長
さ
は
百
興
巾
四
十
六
興
高
さ
百
五
十
極
に
し
て
、髙
さ
が
幾
分
一
般
唐
箕
よ
り
高
い
が
、
 

長
さ
、
 

巾
は
一
般
唐
箕
と
異
な
ら
い
。 

重
並
は
二
人
で
自
由
に
運
搬
し
得
て
一
般
唐
箕
の
標
準
七
、
八
貫
程
度
で
あ
る
。

寫

眞

一

茁

能

選

種

微

正

面

圖
 

寫

眞

二

萬

能

選

種

機

背

面

部

a

藩

下

量

關

節

板
 

b

 

®

 

斗 

C

报

拌

裝

置
 

d

把 

手 

C

吸 

氣 

戶 

f

 

一
 

将 

ロ

、
 

g

飾 

部

h

二 

徭 

.
—

三

審
 

i

下 

飾 

k

上 

篩

ロ ロ ロ 
n
.

1

篩

部

振

！]
yj

裝
®

寫

眞

三
M

能
還
種
機
利
子
藩
口
並
篩
部 

寫

眞

四

從
來
精
選
に
用
ひ
た
唐
箕
並
に
篩

b.

漏
斗
及
落
下
量
調
節
板

未
精
選
種
子
の
落
下
並
の
多
少
は
共
後
の
篩
別
、
風
選
操
作
に
影
響
を
及
ぼr

こ
と
大
で
、
精
選
の
良
否
を
決
定
す
る
。
即
ち
落
下
並
多
き
場 

合
は
飾
上
未
簿
別
種
子
が
堆
毡
し
て
、
未
だ
よ
く
飾
朋
せ
ざ
る
內
に
上
篩
口
よ
り
排
出
せ
ら
る
。
反
對
に
少
量
の
場
合
は
精
選
能
率
を
低
減
せ
し 

む
。
之
が
落
下
並
の
調
節
は
數
度
實
驗
の
結
果
落
下
口
の
廣
さ
は
ト
ド
マ
ツ
未
篩
別
種
子
は
一 

・
五
極
、
ト
ド
マ
ツ
篩
別
種
子
は
〇
・
八m

と
決 

定
し
、
調
節
板
に
印
付
を
な
し
調
節
操
作
を
容
易
に
し
た
。

• 

三



第1表

開度 落下時間 落下狀況 備 考

cm
1.00

分秒 
3,71 祉子の排H1惡く 供試稲子

毬果の軸其他夾 22 64契

雜啊詰る

1.25 2,27 種子の排出惡し

1.50 40 種子の讲出適度

1.75 .12 排出急速に過る

暦 

未
飾
別
種2
T-
の
落
下
口
の
廣
さ
と
落
下
批
と
の
關
係
を
示
せ
ば
第1
表
の
如
く
で
あ
る
。
、
 

尙
ほ
未
篩
別
種
子
を
用
ふ
る
時
は
鱗
片
共
他
夾
縱
物
が
落
口
に
充
塡
し
て
、
同
滑.
に
舗
上
に
落
下
せ
ざ
る
む
以
て
、 

漏

-'
•!■
上
に
あ
る
種
子
を
攪 

扑
す
る
必
要
が
あ
る
。
此
の
缺
點
を
除
去
す
る
為
に
落
口
に
攪
拌
裝
置
を
設
け
種
子
の
落
下
惡
き
時 

之
に
依
り

[ill
滑
に
落
下
を
な
さ
じ
め
ふ
樣
に
し
た
。•
又
種
子
送
出
裝
置
・
を
風
車
軸
に
チ
ェ
ー
ン
に
て 

連
絡
し
、
把
手
囘
轉
と
同
時
に
自
動
的
に
?!

If
子
を
落
下
せ
し
む
る
様
設
計
し
て
る
。

G

篩 

部

篩
都
は
翼
車
回
轉
軸
に
連
結
し
、
ク
ラ
ン
ク
に
依
り
前
後
運
動
を
な
し
て
振
動
せ
し
め
、
 

落
下
口 

よ
り
の
種
子
を
飾
別
す
。
振
動
囘
數
は
把
手
ー
囘
轉
に
付
き
三
・
四
八
囘
で
あ
る
。
而
し
て
未
祐
別
種 

子
の
精
選
に
當
り
て
は
篩
振
動
數
が
上
飾
上
の
鳞
片
共
他
夾
雜
物
の
排
出
速
度
に
影
響
せ
ら
る
る
こ 

と
穴
な
る
を
以
て
、
そ
の
適
當
な
る
振
動
數
を
知
ら
ん
が
爲
落
口
の
開
度
を

ー
・
五
桐
と
し
て
、
一
定 

址
の
種
子
を
落
下
せ
し
め
、
そ
の
飾
别
狀
況
を
調
査
し
た
結
果
は
第2
表
の
如
く
で
あ
る
。 

而
し
て
ト
ド
マ
ツ
未
範
別
種
子
に
對
し
て
は
七
十
囘
程
度
を
良
好
と
す
る
。
鱗
片
を
除
去
せ
ら
れ 

た
第
二
囘
選
別
種
子
の
場
合
は
、
未
篩
別
種
子
程
影
響
す
く
な
き
も
、
振
動
少
き
時
は
矢
張
精
選
能 

率
を
減
少
せ
し
む
る
。

飾
の
倾
斜
角
度
も
飾
別
能
力
に
影練

:
:

す
る
を
以
て
、
飾
の
振
動
數
と
各
樹
種
と
に
就
て
は
實
驗
を
行
ひ
、
そ
の
結
果
二
十
度
と
決
定
し
た
。
篩 

は
上
下
二:

-rf
と
し
て
、
”
篩
に
依
り
植
子
よ
り
大
な
る
夾
雜
物(

主
と
し
て
鱗
片
、
葉)

下
締
に
よ
り
秋
子
よ
り
小
な
る
夾
雜
物(

主
と
し
て
樹 

脂
、
秘
子
の
翅)

を
除
き
下
篩
上
の
種
子
は
次
第
に
落
下
し
て
遂
に
風
選
部
に
至
る
。
夫
々
の
夾
雜
物
は
柚
に
依
っ
て
個
々
に
採
集
し
得
る
。 

使
用
す
る
金
綱
は
精
選
す
る
樹
秋
に
依
り
異
な
る
を
要
す
る
は
勿
論
に
し
て
、是
等
は
容
易
に
取
換
自
由
な
る
様
裝®

し
た
。
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ 

マ
ッ
、 

カ
ラ
マ
ツ
等
に
使
用
す
る
金
網
の
目
の
大
さ
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

第2表

把手同轉數 
(1分間)

上篩上よりの 
饒片排出時間

篩 別 恥 況 備 考

50
分 秒

鱗片其他夾雜物金網上にM冊寸 供試祉孑

60 2,51 鱗片金網上にやゝ停滯する氣味て•ある 2/ 64 Jg

70 1,14 OJJOK好にして上篩排出口い)稲子出ず

80 56 上篩排出口より種子を排出する

樹

種

五

ツ

ヾ

ェ

ツゾ

力

力

ラ

ツ

選

部

八八八
上

篩目
(

翅
付) 

目
(

翅
無)

d.
風

下

締

十

二

目

y  

叶

十

四

十

四

從
來
の
饼
箕
に
於
て
は
種
了
が
落
下
す
る
際
、
横
か
ら
風
を
送
り
風
選
を
行
ふ
が
、
本
選
稲
機
に
於
て
は 

種
子
が
落
下
す
る
時
、
下
部
よ
り
吹
上
げ
の
風
に
て
選
別
す
る
様
に
裝S
し
た
。
吹
上
式
に
依
る
場
合
各 

秋
粒
は
均
等
に
風
を
受
け
、
風
選
能
力
は
從
來
の
唐
箕
に
比
し
極
め
て
良
好
で
あ

る

.0 

翼
車
は
同
轉
軸
か
ら
支
柱
を
出
し
、
之
に
四
枚
の
ベ
ーーヤ
製
の
翼
を
取
り
付
け
た
。 

一
番
ロ
は
風
壓
に
抗
し
て
落
下
し
た
も
の
を
起
風
胴
の
下
部
に
排
出
せ
し
め
、
二
番
ロ
、
三
希
口
、
は 

選
別
胴
の
上
部
に
仕
切
を
設
け
、
風
速
が
弱
ま
り
、
種
子
の
自
禾
で
途
中
に
落
下
せ
る
も
の
を
集
め
二
番

口
と
し
、
排
氣
口
よ
り
排
出
せ
ら
れ
た
も
の,
を
三
番
ロ
と
し
た
。

e.
風
力
調
節
裝
置

本
機
は
篩
部
振
動
の
關
係
上
、
把
手
囘
轉
數
に
よ
っ
て
風
力
を
調
節
す
る
を
困
難
と
す
る
を
以
て
、
飾
別 

作
業
に
最
も
好
都
合
な
把
手
囘
轉
數
を
定
め
、
吸
氣
孔
を
引
戶
式
と
し
て
そ
の
開
閉
に
依
っ
て
風
力
を
調
節 

す
る
樣
に
し
た
。
吸
氣
孔
の
開
閉
と
風
速
の
關
係
は
吸
氣
孔
引
戶
上
に
印
付
を
な
し
、
實
用
上
引
戶
の
開
閉 

度
に
依
り
直
ち
に
風
速
を
求
め
ら
れ
る
樣
に
し
た
。•

五



六

f

翼
車
の
傳
動
裝
・

鈕
鐵
製
の
小
曲
車
(

歯
數
二
ト
三)

と
內
側
曲
車(

歯
數
八
十)

と
を
組
合
せ
て
三
・
四
八
の
倍
率
で
鸵
車
に
高
速
囘
轉
を
與
へ
る
様
に
じ
た
。 

翼
車
囘
轉
軸
と
篩
振
動
裝
置
と
は
互
に
連
結
せ
る
を
以
て
特
に
把
手
の
囘
轉
の

jri
か
ら
ざ
る
樣
留
意
し
た
。

三
、 
本
機
に
依
る
種
子
精
選
法

本
機
に
依
る

01
子
精
選
法
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

ト

ド

マ

ツ

良
く
乾
燥
し
た
未
篩
別
秋
子
を
漏
心
中
に
入
れ
、
建
め
風
力
調
節
裝
置
に
依
り
、
風
速
四•

五m

菖c

に
調
節
を
な
し
て(

第5
圖
參
照)

種 

子
落
下
口
を
所
定
の
巾
に
開
き
、
把
手
を

一
分
間
七
十
囘
內
外
回
轉
す
る
。
同
時
に
漏
斗
內
よ
り

IU1
滑
に
未
飾
別
種
子
を
落
下
せ
し
め
る
為
に
攪 

拌
裝
置
を
動
か
す
。
選
別
を
終
へ
た
ー
番
ロ
は
、
翅
を
除
き
た
る
後
、
再
び
漏
斗
內
に
入
れ
、
風
速
五•

〇s
s
e
c

に
調
節
し
、
種
子
落
下
口
を 

前
述
の
通
り
所
定
の
廣
さ
と
し
て
、
把
手
を
前
囘
と
同
様
に
一
分
間
七
十
囘
內
外
囘
轉
せ
し
む
る
。
而
し
て
一
希
口
に
排
出
せ
ら
れ
た
種
子
を
播 

秋
用
と
し
て
使
用
す
る
。

エ
ゾ
マ
ツ
並
に
カ
ラ
マ
ツ

是
等
の
樹
種
は
ト
ド
マ
ツ
と
異
り
、
鱗
片
が
解
體
せ
ざ
る
を
以
て
、
乾
燥
珪
果
を
囘
轉
式
脫
粒
機
に
依
て-
、
毬
果
よ
り
脫
粒
せ
し
め
此
の
未
精 

選
稀
子
の
翅
を
除
去
し
た
後
、
漏
斗
內
に
入
れ
、
風
速
四•

五m
f
s
e
c

な
る
様
風
力
を
調
節
し
、
ト
ド
マ
ツ
の
場
合
と
同
様
に
把
手
を
一
分
間
七 

十
囘
內
外
に
囘
輛
せ
し
め
て
選
別
を
行
ひ
、
そ
の
一
番
ロ
を
播
種
用
と
し
て
使
用
す
る
。

共
他
の
毬
果
植
物
は
同
様
に
し
て
、
篩
部
の
金
網
の
交
換
、
風
速
の
調
節
に
よ
り
、
何
れ
の
樹
種
も
精
選
が
可
能
で
あ
る
。

四
、 
本
機
と
從
來
の
精
選
法
に
依
る
敷
程
並
に
選
別
能
力
の
比
較

第3表

選種機に依る法 飾唐箕にLる陆選法

操 作 所耍時間 操 作 所要時間

第!囘選别

第2同</

計

分秒
3,37

4,32

8, 9

粗目飾別

緬"

第1回唐設:選

第2冋〃

苗

分秒
3,15

3, 00

2. 40

1,41

J0, 36

本
機
に
依
る
場
合
と
從
來
の
篩
、
唐
箕
に
依
る
精
選
方
法
と
の
效
程
並
に
選
別
能
力
に
就
て
調
査
し
た
。
之
は

ill
要
樹
種
に
就
て
檢
討
を
要
す 

る
が
、
資
料
の
關
係
上
ト
ド
マ
ツ
に
就
て
の
み
調
査
を
施
行
し
、
共
他
の
樹
一
一
に
就
て
は
順
次
施
行
の
見
込
で
あ
る
。

a.
效 

程

未
篩
別
種
子

三
・
一
五
死
に
就
て
從
來
憤
用
の
唐
箕
と
萬
能
選
種
機
と
に
よ
り
精
選
完
了
に
至
る
迄
の
所
要
時
間
を
比
較
調
査
し
た
。
そ
の
結
果 

は
第3
表
の
如
く
で
あ
る
。
所
要
人n
は
の
二
名
に
し
て
、
內
一
名
は
補
助
日
で
あ
る
。
選
種
機
の
第
二
囘
選
別
に
比
較
的
時
間
を
要
し
た
の
は 

風
速
、
落
下
是
の
調
節
等
に
時
間
が
掛
っ
た
爲
で
、
同
一
種
を
多
城
に
行
ふ
時
に
は
、
時
間
的
に
は
從
來
・
の
方
法
に
比
し
、
三
割
程
度
能
率
を
高 

め
得
る
見
込
で
あ
る
。
尙
ほ
此
の
際
比
較
と
し
て
使
用
し
た
締
並
に
疗
箕
は
寫
眞
四
に
示
し
た
。

b.
風
速
と
精
選
種
子
と
の
關
係

從
來
の
唐
箕
と
本
選
種
機
の
各
風
速
に
對
す
る
精
選
種
子
の
步
止
り
及
び
性
狀
に
關
し
て
比
較
調 

あ
を
行
つ
た
。 

•

從
來
の
唐
箕
の
場
合

前
掲
・
寫
眞
四
の
如
き
小
形
唐
箕
を
使
用
し
、
風
速
の
測
定
は
三
番
ロ
の
出
口
に
携
帶
用
風
速
計
を
固 

定
し
て
測
定
し
た
。
翼
の
先
端
よ
り
風
速
計
迄
の
距
離
は
四
五m
で
把
手
一
囘
轉
に
付
せ
翼
車
の
軸 

の
囘
轉
は
二•

三
二
伯
で
あ
る
。

尙
本
唐
箕
は
六
枚
の
べ
ー
ー
ヤ
製
翼
を
冇
し
て
ゐ
る
。 

把
手
囘
轉
數
と
風
速
の
關
係
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
、
其
の
關
係
は
涯
に
發
表
し
た
の
と
同
樣 

に
、
把
手
囘
轉
數
と
風
速
と
の
間
に
は
直
線
的
關
係
を
有
す
る
。
即
ち

’v
u
a

 +

 b
R

で
、W

は
風 

速
、R
は
三
十
秒
間
の
把
手
切
輕
數
、a, b
は
定
數
と
す
れ
ば
實
驗
式
はW
H

9
.
1
0
5  R+OO97 

で
あ
る
。
又
そ
の
測
定
値
と
計
算
値
は
第4
表
の
如
く
で
あ
る
。

本
唐
箕
に
依
り
風
速
を
極
々
變
化
せ
し
め
て
、
共
の
精
選
少
止
り
、
舗
選
種
子
の
性
狀
に
就
て

七



(7)

第5表

風速
摘要

:

1000粒當純衆率 種子 內容 调あ (%) 發芽率

(m/sec) 亚蛍(g) (%) 内容あ 
るもの

渋 蟲害 (%)

供駅資料・ 8.3518 90.1 27.3 63.0 9.7 0.0 G.1

2.0 ～ 2.5 一番n 8.3700 91.9 31.5 55.9 126 0.0 15.1

二番n 5.0938 58 0 10 86.7 11.7 0.0 0.4

三番ロ 3.0000 2.5 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2.5 〜3 0 一番n 9.1076 94.8 41.0 48.0 11.0 0.0 18 4

二番ロ 5.7743 74.4 G.3 78.0 15.7 00 0.9

三番n 3.1704 6.9 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

3 0-3.5 一番ロ 9.8940 90.3 600 32.3 7.7 0.0 20.8

二番ロ 7.0555 88.1 13 0 73.7 13.3 0.0 4.4

三番ロ 3 8480 22.2 1.0 77.7 21.3 0.0 0.0

3.5 〜4.0 一番ロ 11.3030 97.4 71.0 20.3 8.7 0.0 22.1

二番ロ 7.9414 92.3 32.0 51.0 17.0 0.0 14.3

三番ロ 4.4362 45.6 1.3 79.4 19.3 0.0 0.2

4.〇〜4 5 一番n 11.6338 97 8 73.7 22 0 40 0.3 21.7

ニ加 87260 96 2 37.0 54.7 8.0 0.3 12.1

三莅n 5.2537 70.1 5.7 81.3 13.0 0.0 1.7

45-5.0 一番ロ 11.8788 98.1 72 0 217 6.3 00 24.7

二番n 8.8933 96.7 45.0 45.3 9.7 0.0 11.9

三番ロ 5.6327 75.9 8.0 .77.0 15.0 0.0 2.7

5 〇〜5.5 一番n 12 0486 98.4 76.0 21.0 3.0 0.0 25.8

二和 10.3548 97.6 46.7 43.7 9.6 0.0 10.7

三番ロ 7.0449 88.5. 22.7 64.7 12.6 0.0 7.7

一
番
ロ
秋
子
の
充
實
率
は
風
速
三

・
五
—
四•

〇

 m

切ec

迄
は
急
速
に
良
好
に
な
る
が
、
 

そ
れ
以
上
は
充
實
率
の
變
化
は
少
い

第4表

30秒間 
の把手 
同轉數

風 連 m/sec

計算a 實測ttL 誤 爰

20 2 20 2.12 一 0.08

22 2.41 2.?3 一 0.08

24 2.C2 2 70 + 0.08

26 2.83 2.93 + 0.10

28 3.04 3.13 + 0.09

30 3.35 3.27 -0.08

32 3 46 3.50 + 0.04

34 3.67 3.67 0.00

36 3.88 3.87 一 0 01

33 4.09 4.10 + 0.01

40 4.30 4.33 + 0.03

42 4 51 4.55 + 0.04

44 4.72 4.70 一 0.02

46 4.93 4.87 一 0.06

48 5.14 5.08 一 0.06

50 5.35 5.37 + 0.02

£ = 0.80
.■ •
> 16 =( .05

第1圖風速と各番口種子收蛍百分率との關係圖

調
花
し
た
。
供
試
貪
料
に
對
す
る
一
番
ロ
、
二
番
ロ
、
三
番
ロ
の
步
止
り
は
弟1
圖
の
如
く
で
あ
る
。
又
各
風
速
の
精
選
料
子
の
性
狀
を
示
せ
ぱ 

第6
表
の
如
く
で
あ
る
。
以
上
の
結
果
を
綜
合
す
れ
ぱ

⑴

一
番
ロ
の
收
並
は
風
速
の.
増
加
と
共
に
減
じ
風
速
五
・
〇
—
五•

五m
f
s
e
c

に
至
れ
ば
殆
ん
ど
收
蛍
は.
皆
無
と
な
る
。

⑵
 

二
番
ロ
の
收:
：JIL
は
風
速
の
増
加
と
共
に
收
並
を
増
加
す
る
も
風
速
五
・
〇
—
五
・五s

s
e
c

以
上
に
な
ら
ば
反
っ
て
收
虽
を
減
じ
初
め
る
。

⑶
 

風
速
四•

・五—
五
・
〇m'

s
e
c

以
上
に
な
れ
ば
急
に
三
番
口
の
收
並
を
増
加
す
る
。

⑷
 

實
重
は
風
速
の
增
加
と
共
に
各
番
口
種
子
共
増
加
す
る
。

⑸

純
荣
率
は
實

jr(
と
同
様
に
風
速
の
増
加
と
共
に
各
番
口
秋
子
共
髙
く
な
る
。

⑹
 

風
速
四•

〇
一
四•

五m
f
s
e
c

以
上
の
二
番
ロ
税
子
は

一
番
口
稅
子
と
純

if
率
に
於
て
殆
ん
ど
差
は
認
ら
れ
な
い
。



風速と各番口種子精遡率との關係圖

-

〇 

以
上
の
結
果
に
依
り
、

一
定
の
未
選
別
種
子
よ
り
最
良
の
精
選
種
子
を
最
多
量
に
得
る
事
が
出
來 

る
風
速
を
決
定
せ
ん
が
爲
、
次
の
如
き
公
式
に
よ
り
算
出
し
た
。

i

w

・p

・R

• 

1
0
0
0
5

y
=
=

精
選
率

w H
未
節
別
種
子
に
對
す
る
各
番
口
種
子
收
址
百
分
率(

Jnl
in:) 

第 

W
口
各
笹
口
に
排
出
せ
ら
れ
た
種
子
の 

實

1R 

R
n
 

〃 

" 

純
員
率 

p
n
 

〃 

〃 

充
實
率 

各
風
速
で
精
選
し
た
種
子
の
精
選
率
を
番
口
別
に
圖
示
す
れ
ば
第2
圖
の
如
く
で
あ
る 

以
上
の
結
果
に
依
り
一
番
口
は
三
・
〇!

三
・五
米
に
最
大
値
を
有
し
、
之
よ
り
急
激
に
低
下
を
示 

・
 

し
、
二
番
ロ
種
子
は
風
速
四
・
五
—
五
・
〇
米
に
最
大
値
を
有
し
、之
れ
以
上
の
風
速
の
時
は
低
下
す
。 

即
ち
本
唐
箕
に
依
る
場
合
は
、
風
速
三
・
〇
—
三
・
五
米
に
依
り
風
選
す
る
を
最
も
良
好
と
す
る
。

萬
能
選
種
機
の
場
合

本
機
の
風
速
を
種
々
變
化
せ
し
め
て
精
選
を
行
ひ
、
從
來
の
唐
箕
と
比
較
硏
究
し
た
。

風
速
の
測
定
は
秫
子
選
別
胴
の
上
部
に
吹
上
ぐ
る
風
に
對
し
直
角
に
携
帶
用
風
速
計
を
用
ひ
て
測
定
し
た
。 

• 

把
手
囘
轉
數
を
七
〇
—
七
二
囘
に
定
め
、
吸
氣
孔
を
全
開
よ
り
全
閉
に
至
る
〇

・
五
桓
刻
み
に
風
速
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
は
第3
圖
の
如 

く
で
あ
る
。
吸
氣
戶
四
枚
同
時
開
閉
の
場
合
の
關
係
式
を
求
む
れ
ば
次
の
如
く
、
そ
の
測
定
値
と
計
算
値
は
第6
表
の
如
く
で
あ
る
。

第3圖

〇•37
8  

yn

2
.
7
8
1
3x  

—
1
.
2
1  

y
=
=

風 

速

(mfscc)  

X
H
吸
氣
戶
の
開
度(

c
m
)

第
6

表

吸氣戶

開 度

風 速 m/sec

計芽値: 實測値 誤 差

cni
0.0

0.5

1.0

I. 5

2.0

2.5

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

II. 0

4.0

4.2

4.5

4.8

5.1

5.4

5.9

6.3

6.7

7.0

7.3

7.6

7.8

8.1

2.9

3.4

4.2

4.4

5.1

5.6

5.8

62

6.7

7.0

7.2

7.3

5.4

7.5

5.6

一 0.6

0.0

一 0.1

+ 0.3

+ 0.5

+ 0.4

+ 0.3

+ 0.4

+ 0.3

+ 0.2

0.0

一 0.2

一 0.3

一 0.5

二



•第4圖

風速と各群口秫子收量百分率(重舟)との關係圖

第5圖

風速と各番口種子舗選率との關係圖

⑴

一
番
ロ
の
收̂

は
風
速
の
増
加
と
共
に
減
ず
る
も
唐
箕
の
如
く
、
急
激
に
減
少
せ
ず
、
風
速
六•

五
見s

e
c

に
て
も
尙
二
九•

〇％

の
・

-'

1!
を 

見
る
。

⑵

ニ
希
口
の
收

-!

P:
は
三
希n
收
:!

11:
よ
り
常
に
少
く
、
又
三
希
口
收
席
も
風
速
六.

〇!

-

以
上
に
至
以
て
初
め
て
一
番
ロ
收
蛍
よ
り
増
加
す
。
 

(3)
實
並
は
風
速
の
増
加
と
共
に
増
加
す
る
も
純
-!！;:
率
に
於
て
一
雅
口
秘
子
は
四
・
五m

'
s
e
c

以
上
は
稍
低
下
を
見
た
。

④

一
希
口
種
子
充
實
率
は
風
速
の
増
加
と
共
に
増
加
す
る
も
、
四
・
五m

'
s
e
c

以
上
は
そ
の
上
昇
率
が
低
減
す
る
。 

是
等
の
資
料
に
恭
き
、
前
記
公
式
を
用
ひ
選
種
機
に
依
る
最
適
風
速
を
求
む
れ
ば
、
第5
圖
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
風
速
四•
五m

f
s
e
c

に
最 

大
仙
を
有
す
る
。
風
速
四•

五m
'
s
e
c

以
內
に
依
る
風
選
の
場
合
は
一
希
口
の
み
取
り
二
、
三
希
口
は
殆
ん
ど
有
效
種
子
は
含
れ
な
い
。
•

風速 

(tn/scc)
擒要

1000杭’,;;
聞:(K

・純础・

(%:

・內容调査(％)

內容オ 
るも0

1 hレ
淡 &吿

1 
供試仙子

.
9.1882 S6.1 20.0 65.0 3.0 12.0

3.0 1番「1 94345 87.6 24.0 60.0 5.0 11.0

3.5 1番n 9.9126 89.0 29.0 56.0 2.0 13.0

2加 5.2580 30.8 0.0 99.0 1.0 0.0

3番ロ 3.9317 16.7 0.0 96.0 1.0 3.0

4.0 1番n 10.4125 89.8 35.0 47.0 6.0 12.0

2番ロ 5.8585 72.3 1.0 85.0 5.0 9.0

3番ロ 4.6334 36.1 0.0 95.0 4.0 1.0

4.5 1 #n 10.6715 90.4 40.0 54.8 4.0 1.2

2帯ロ 0.5184 SR.S 2.0 75.0 7.0 16.0

3雅n 5.7288 51.0 1.0 88.0 4.0 7.0

5.0 1希口 1111670 90.3 42.0 42.0 8.0 8.0

2番ロ 7.2838 91.1 3.0 82.0 3.0 12.0

• 3番ロ 6.2902 69.6 7.0 07.0 11.0 15.0

5.5 !希n 11.7132 88.4 45.0 38.0 6.0 12.0

2番ロ 7.9290 81.2 8.0 72.0 3.0 17.0

3将ロ 6.7892 74.1 5.0 79.0 2.0 14.0

6.0 1番n 12.7100 88.8 56.0 38.0 2.0 4.0

2番ロ 9.5564 97.2 21.0 64.0 4.0 11.0

3番n 7.9362 90.4 8.0 76.0 2.0 14.0

6.5 1番ロ 12.8000 85.9 58.0 29.0 3.0 10.0

2番n 9.8195 95.9 27.0 60.0 7.0 6.0

3番ロ 8.2795 90.2 14.0 73.0 5.0 8.0

一
三 

即
ら
吸
氣
戶
の
開
度
と
風
速
の
關
係
は
、
開
度
小
な
る
場
合
は
そ
の
開
閉
に
よ
る
風
速
の
變
化
が
大
で
あ
る
が
、
開
度
五
梅
以
上
に
な
れ
ば
、
 

開
閉
に
よ
る
風
速
の
變
化
は
次
第
に
減
少
す
る
に
至
る
。

次
に
篩
別
神
子
を
三
・
五m

'
s
c
c

以
上
の
風
速
に
て
精
選
し
て
、
各
番
口
・
の
收
-!

i;:
及
び
種
子
の
實
重
、
純
藜
率
並
に
內
容
を
調
花
せ
る
結
果
を 

示
せ
ば
第4
圖
並
に
第7
表
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
を
綜
合
井
れ
ば

表
7

第



第8 •表

五

精選液名 摘 要
at鼠

(g)

al a
歩止

%

純 量 率

純毬子 鱗片 樹脂

選 種 機 供 試種 子 1846 100.0 54.8 33.7 6.7

1 番 ロ 500 27.1 80.9 2.9 8.2

I 间 2 密 n 22 1.2 82.2 20.7 05

風 速, 3 番 □ 74 40 32.1 30.1 0.4

4.2 m/scc 上 篩 n 975 52.8 3.5 90.2 15

下 ロ 275 19.4 0.9 1.8 01.4

1 希 ロ 464 25.1 89.0 1.5 7.8

2 漆 n 8 0.4 75.9 16.1 0.5
同

3 辭 n 6 0.3 59.8 18.6 0.2
〃

上 篩 ロ 10 0.G 02.4 18.1 3.8

下 飾, ロ 12 0.7 12.5 2.5 65.0

唐 装 供 試種 子 1812 100.0 41.2 50.2 3.5

粗目篩上に殘 
リナ:るもの

966 53.3 0.4 97 0 1.7

細目篩より落 
下したもの

324 17.9 13.5 0.0 2).0

未篩別種子 522 28.8 90.1 2.7 3.1

I 囘
1 器 ロ 374 20.6 92.9 1.0 5.2

風 速 2 番 ロ 140 7.7 86.9 G.4 0.4
3.2 m/scc

3 番 ロ 8 05 6.8 12 8 3〇.4

E 同
1 番 ri 304 .16 8 94.8 2.4 0.9

〃 2 番 ロ 66 3.6 89.9 0.3 8.9

(1同 1初) 3 番 ロ 4 0.2 8.3 16.6 —

n 同
1 番 ロ 60 3.3 94.8 3.2 0.4

リ 2 番 ロ 60 3.3 71.1 11.9 0.2
(］间2番口) 3 番 ロ 20 1.1 一 一 一

岡 査(％) 1000粒當• 種子内容百分率

菜 其の他 "•]£ & (g) 內容あ 
るもの 枇 渋 a宙

2.8 2.0 24.0 64.0 7.0 5.0

3.7 0.3 9.8083 26.0 68.0 ,3.0 3.0

16.1 0.5 5.1963 0.0 90.0 8.0 2.0

25.9 11.5 3.7783 3.0 97.0 0.0 0.0

2.4 2.4 .42.4 46.5 11.1 0.0

0.7 35.2 0.0 77.0 22.0 10

0.7 1.0 9.8934 33.0 47.0 13.0 7.0

7.0 0.5 5.5400 0.0 95.0 3.0 2.0

18.4 3.0 4.9720 3.0 92.0 20 3.0

14.0 1.1 48.0 47.0 3.0 2.0

7.5 12.5 2.0 94.0 4.0 0.0

2.8 2.0 32.0 66.0 1.0 1.0

0.2 0.7 4.0 17.0 0.0 0.0

5.0 52.5 4.0 93.0 3.0 0.0

3.3 0.8 9.7550 26.0 08.0 3.0 3.0

0.4 0.5 10.0038 28.0 ' 58.0 12.0 2.0

5.9 0.4 7.6383 11.0 63.0 13.0 13.0

22.3 27.7 4.1953 0.0 91.0 6.0 3.0

1.2 0.7 11.0108 32.0 59.0 2.0 7.0

0.2 0.7 9.8940 0.0 73.0 0.0 17.0

27.9 47.2 3.0 92.0 2.0 3.0

1.4 0.2 8.4028 10.0 72.0 7.0 5.0

16.3 0.5 6 4835 1.0 78.0 6.0 15.0

•— 一 一 一 — 一 一

• 

一
四

C-
精
選
能
力
の
比
較 

・

旭
川
產
未
篩
別
種
子
及
定
山
溪
產
篩
別
種
子
を
萬
能
選
種
機
と
從
來
の
飾
、
唐
箕
を
使
用
し
て
選
別
し
た
場
合
の
精
選
步
止
り
、
精
選
種
子
の 

充
實
率
等
に
就
て
調
秃
を
試
み
た
結
果
を
表
示
す
れ
ば
第S
、9
表
の
如
く
で
あ
る
。



即
ち
萬
能
選
秋
機
に
依
る
場
合
は
、
 

從
來
の
唐
箕
の
精
選
に
比
し
、
左
の
相
異
點
を
冇
す
る
。

⑴

陶
能
選
種
機
に
依
る
場
合
、
同
程
度
の
充
實
率
を
右
す
る
種
了
の
一
番
ロ
收
並
は
、
從
來
の
唐
箕
に
依
る
場
合
よ
り
大
な
る
傾

b-J
が
あ
る
。 

⑵

純
虽
率
は
唐
箕
に
依
る
方
が
稍
良
好
で
あ
る
。

⑶
 

實:

*ri
及
充
實
率
は
仁
希
口
收
荒
に
關
係
し
、
匡
能
選
種
機
に
依
る
も
、
唐
箕
に
依
る
も
殆
ん
ど
浅
異
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

即
ち
從
來
の
方
法
に
依
る
も
の
と
、
萬
能
選
種
機
に
依
る
精
選
法
と
の
優
劣
は
、
尙
ほ
實
驗
結
果
少
き
も
、
大
閲
の
傾
向
と
し
て
次
の
如
き
點 

が
烈
め
ら
れ
るq

篩

別

作

業

締
別
結
果
は
幕

選
種
機
の
種
子
落
下
遂
並
に
篩
部
の
振
動
數
を
精
選
せ
ん
と
す
る
種
子
に
適
合
す
る
様
調
節
を
な
せ
ば
、
飾
を
用
ひ
た
場
合 

と
異
な
る
こ
と
な
く
作
業
の
效
程
に
於
て
は
飾
別
作
業
と
同
時
に
風
選
作
業
が
出
來
得
る
を
以
て
、
全
精
選
時
間
を
三
割
程
度
節
約
し
得
る
。 

風

選

作

業

萬
能
選
種
機
に
於
て
は
風
選
部
の
構
造
が
、
從
來
の
唐
箕
と
異
り
、
吹
上
涎
な
る
を
以
て
、
充
實
種
子
が
二
、
三
番
口
に
排
出
せ
ら
れ
る
事
少 

く
し
て
、

一
番
ロ
種
子
と
し
て
收
並
多
く
、
優
良
な
種
子
が
得
ら
れ
る
。

前
述
の
如
く
萬
能
選
種
機
は
、
從
來
の
精
選
法
、
即
ち
飾
別,

風
選
の
二
作
業
を

ー
工
程
に
し
た
る
點
に
特
長
を
有
し
、
今
後
エ
ゾ
マ
ッ
、
カ 

ラ
マ
ッ
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
に
就
て
も
そ
の
精
選
能
力
を
調
査
す
る
見
込
で
あ
る
が
、
是
等
精
選
用
機
械
の
改
良
考
案
に
依
り
、
林
木
種
子
精
選 

作
業
の
能
率
の
増
進
、
精
選
率
の
向
上
を
計
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
七

笫9表

精 避
!摘 要

31£ 衆 容 紙
純:a率 1000粒當充實率

液 名 實训侦
(M) %

實i则侦 
(い

% (%) 21 S
Cg)

(%)

選種機 供:沉資料 3300 1C0.0 10.00 100.0 31.3 10.15no 51

1番n 2308 70.0 6.14 61.4 94.2 11.6200 59
ビ風速 2 # D 1G6 5.0 0.60 0.6 84.1 6.9180 10
或 4.5 く 3番ロ 300 9.1 1.63 1.7 48 3 5.0064 5

m/sec 上篩口 106 3.2 0.33 0.3 一 ・一 一

下飾n 420 32.7 1.30 1.3 — 一 一

三風速

風 5.0 <

1番n 1920 58.2 4.87 48.7 92.2 12.0778 73

2番ロ 151 4.6 0.45 4.5 84 0 8.2778 28

3滔口 126 3.8 0 45 45 82.4 7.2322 15

ni/scc 上篩口 〇 0.1 0.005 01 •— 一 一

下篩口 10 0.3 0.015 0.2 一 — 一

Mf 箕 供試資料 3310 100.0 10.00 100.0

粗目篩にて除 
去せるもの

84 2.5 0.30 3.0 — 一 —

細目篩にて除 
去•せるもの

476 14.4 1.51 15.1 — —

笠風速 1希口 1593 48.1 4.15 41.5 93.7 11.5400 78

冋 3.3 < 2将ロ 1083 32.7 3.40 34.0 8；).5 11.1285 39
cS m/sec

3 # ロ 74 2.4 0.64 6.4 31.3 6.4871 1

算風速 1 e ロ 2)3 8.9 0 70 7.0 90.3 13.4245 92

(uj 4.1 2雅口 1146 34.6 2 95 29.5 89.9 11.8634 73
儒 m/sec 3番ロ 54 1.6 0.20 2.0 85.6 8.4112 14

(i冋1番ロ)

琴風速 1番ロ 106 3.2 0.27 2.7 96.8 11.7108 68

利4.1 2番n 693 20.9 2.12* 21.2 93.2 9.3385 42
繍 m/scc 3番ロ 200 6.0 0.85 8.5 68.1 5.8657 3
"冋2番口)



旣

刊

要

錄

第
一
號 

ト
ヾ
マ
ッ
結
實
の
豐
凶
豫
知
に
就
て 

第
二
號 

林
木
種
子
の
落
下
及
發
靜
に
就
て
の
實
験
觀
察 

第

三

號

髙
緯
度
地
方
に
於
け
る
温
床
養
苗
並
に
共
の
効
果
に
就
て 

第
四
號
融
咨
期
に
於
け
る
積

-,.•

密
度
に
就
て 

第
无
號 

萬
能
選
種
機
に
就
て

八


